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(57)【要約】
【課題】半田リフロー工程に耐えられる耐熱性を有し、再剥離性に優れ、透明性のある粘
着シートを安価に提供する。
【解決手段】粘着層と支持層を少なくとも有し、該支持層は不織布とバインダーからなり
、該不織布は少なくともガラス繊維を含有し、該バインダーは有機成分と無機成分からな
り、かつバインダー中の無機成分の比率が１０～５０体積％の範囲にあることを特徴とす
る粘着シート。該バインダーが酸化防止剤を含有することが望ましい。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　粘着層と支持層を少なくとも有し、該支持層は不織布とバインダーからなり、該不織布
は少なくともガラス繊維を含有し、該バインダーは有機成分と無機成分からなり、かつバ
インダー中の無機成分の比率が１０～５０体積％の範囲にあることを特徴とする粘着シー
ト。
【請求項２】
　該バインダーが酸化防止剤を含有することを特徴とする請求項１に記載の粘着シート。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、粘着シートに関し、特にプリント配線基板等の電子工業材料の製造に用いら
れる再剥離性を有する工程フィルムとして使用できる粘着シートに関する。
【背景技術】
【０００２】
　プリント配線基板は、それに搭載される電気・電子部品間を接続するために必要な導体
の回路パターンが、絶縁基板の表面又は表面とその内部にプリントなどによって形成され
た配線板である。このようなプリント配線基板は、形状面から見ると硬質プリント配線基
板とフレキシブルプリント配線基板に大別することができ、また構造的には単層、２層以
上の多層に分けられる。これらのプリント配線基板の中で、フレキシブルプリント配線基
板は、柔軟性に富む絶縁性の基材シートに導体の回路パターンを形成したものであって、
電子機器内部の狭くて複雑構造をもつスペース内での立体的な高密度実装には不可欠な基
板である。このようなフレキシブルプリント配線基板は、近年の電子機器類の小型軽量化
、高密度化、高精度化などの要請に応え得る最も有力な電子機器用部材の一つであり、そ
の需要は急速に伸びてきている。
【０００３】
　前記フレキシブルプリント配線基板においては、可撓性が要求されることから、絶縁性
の基材シートとしてプラスチックシート、特に、例えばポリイミドシート、ポリフェニレ
ンスルフィドシートなどの耐熱性や絶縁性などに優れるプラスチックシートが用いられ、
この基材シートの表面又は表面とその内部に、銅などの金属材料により回路パターンが形
成される。回路パターンの形成方法としては、例えば銅張り積層板の銅箔の必要な部分の
みを残して、他をエッチング処理により溶解除去するサブストラクティブ法の外、アディ
ティブ法などが知られている。このアディティブ法は、基板の必要部分のみにメッキ処理
を施して回路パターンを形成させる方法であって、セミアディティブ法とフルアディティ
ブ法がある。このようなフレキシブルプリント配線基板に要求される性能としては、例え
ば寸法精度、低反り・ねじれ率、耐熱性、引き剥がし強さ、曲げ強さ、高体積抵抗率、耐
薬品性、加熱曲げ強さなどの外、プリント配線基板の加工適性も重要である。
【０００４】
　このようなフレキシブルプリント配線基板においては、上述した回路形成や電気・電子
部品を実装する過程において、該配線基板への溶剤汚染、異物混入、瑕の発生などを抑制
するために、一般にそれらの処理を行う前に、用いられる基材シートに予め再剥離性を有
する工程フィルム（以下、「再剥離工程フィルム」という。）が貼付される。この再剥離
工程フィルムは、基材フィルムの一方の面に再剥離が可能な粘着層が設けられたものであ
って、フレキシブルプリント配線基板用の基材シートに貼付された後、抜き加工、溶剤へ
の浸漬、熱プレスなどの種々の工程を経たのち、作製されたフレキシブルプリント配線基
板から剥離される。従って、前記工程中で浮きや剥がれなどが発生しない上に、剥がした
後で被着体（基材シート）に糊残りがなく、かつ被着体にカールの発生をもたらすことが
ないような再剥離性を有することが肝要である。
【０００５】
　さらに近年、フレキシブルプリント配線基板への部品実装工程において、部品と基板と
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を位置合わせした状態で、半田リフロー炉へ投入することにより、一括して接続実装する
方法が多く採用されている。この場合、半田付け等の高温領域での操作が含まれるので、
再剥離工程フィルムの基材および粘着層には、耐熱性が要求される。現在、２００℃程度
以上の半田リフロー炉を用いる場合には、再剥離工程フィルムの基材として、高耐熱性を
有するポリイミドフィルムを用いることが主流となっている（例えば特許文献１）。ある
いはポリエーテルエーテルケトンフィルムを基材として用いる方法も提案されている（例
えば特許文献２）。
【０００６】
　硬化性樹脂をガラス繊維に含浸させ、硬化させた有機無機複合シートは、所謂「ガラエ
ポ基板」という名前で知られ、各種硬質プリント配線基板の基材として広く用いられてい
る。またこのような有機無機複合シートを粘着シートの基材として用いられることも提案
されている（例えば特許文献３）。
【０００７】
　ガラス繊維を含有する布帛を基材とした粘着シートは、耐熱性や耐久性が要求される場
合の基材として用いられることが知られている（例えば特許文献４や５）。またポリエス
テル不織布に樹脂を含浸した基材に粘着層を設け、粘着シートとして用いられることも提
案されている（例えば特許文献６）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開２０１０－１１６５３２号公報
【特許文献２】特開２０１３－１５９６１６号公報
【特許文献３】特開２０１４－２３４５００号公報
【特許文献４】特開２０１４－９３１８号公報
【特許文献５】特開２００３－２６１８３５号公報
【特許文献６】特開２０１０－７６２６１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　特許文献１あるいは特許文献２にあるようなポリイミドフィルム、ポリエーテルエーテ
ルケトンフィルムを始めとする各種スーパーエンプラのフィルム状基材は耐熱性が高く、
半田リフロー工程に対しても十分な耐熱性を有しているが、価格が高く、特に短期間の使
用後に廃棄することを前提とする再剥離工程フィルムに用いた場合、工程費が高くなると
いう問題がある。また特許文献１では金属材料を基材とすることも提案されているが、金
属材料では透明性はなく、再剥離工程フィルムを貼合した状態で、実装部品などの状態を
確認することができない。
【００１０】
　硬化性樹脂、特にエポキシ樹脂をガラス繊維布帛に含浸させる方法も古くから知られて
いるが、エポキシ樹脂は反応性が悪く、樹脂含浸は一旦プリプレグを作った後、高温下で
加圧する必要があり、生産性が悪くなるという欠点を有している。
【００１１】
　不織布は繊維をそのままシート状にできるので、織物や編物のように繊維を紡糸する必
要がない。このため、織物や編物に比べて低いコストできるが、一方で、織物や編物より
も耐久性が低いという欠点を有している。特許文献４や５ではガラス繊維からなる布帛を
用いており、特に特許文献４では金属箔と接着剤により貼り合わせたものを基材として用
いており、不織布特有の問題に対して何ら考慮されていない。またこれらの文献では、一
般的な粘着シートの使用用途を想定しており、半田リフロー工程に耐えうる再剥離工程フ
ィルムとするための課題は何ら考慮されていない。
【００１２】
　特許文献６はポリエステル不織布を用いて、粘着シートとして用いるための方法を提案
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している。しかしながら、ポリエステルの耐熱性は２００℃未満であり、半田リフロー工
程のような高温環境での使用は想定しておらず、半田リフロー工程に耐える再剥離工程フ
ィルムに関する課題についての解決にはならない。
【００１３】
　従って本発明の目的は半田リフロー工程に耐えられる耐熱性を有し、再剥離性に優れ、
透明性のある粘着シートを安価に提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　本発明者は、上記課題を解決するために鋭意検討した結果、以下の構成の粘着シートに
よって解決できることを見出した。
【００１５】
１．粘着層と支持層を少なくとも有し、該支持層は不織布とバインダーからなり、該不織
布は少なくともガラス繊維を含有し、該バインダーは有機成分と無機成分からなり、かつ
バインダー中の無機成分の比率が１０～５０体積％の範囲にあることを特徴とする粘着シ
ート。
２．該バインダーが酸化防止剤を含有することを特徴とする１に記載の粘着シート。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によって、半田リフローに耐えられる耐熱性を有し、再剥離性に優れ、透明性の
ある粘着シートを安価に提供することが可能となる。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　本発明の粘着シートは、粘着層と支持層を少なくとも有する。
【００１８】
＜粘着層＞
　本発明の粘着シートが有する粘着層は、アクリル粘着剤、ウレタン粘着剤、シリコーン
粘着剤等公知の粘着剤を含有することができる。この中で、シロキサンガスの発生しない
、アクリル粘着剤、ウレタン粘着剤が好ましく、特に半田リフロー工程に耐えられる耐熱
性を備えるためには、乾燥物の５％重量減少温度が２００℃以上であることが好ましく、
２５０℃以上のものがさらに好ましく、この点で耐熱性が高いアクリル粘着剤が好ましい
。なお、乾燥物の５％重量減少温度は熱重量示差熱分析装置（ＴＧ－ＤＴＡ）で測定する
ことができる。
【００１９】
　本発明の粘着シートが有する粘着層に好ましく用いられるアクリル粘着剤としては、ア
クリルモノマーを含む複数のモノマー成分を重合したアクリル共重合体を用いることがで
きる。アクリルモノマーを含めて使用できるモノマー成分としては、例えば、（メタ）ア
クリル酸、イタコン酸、マレイン酸、フマル酸、クロトン酸、イソクロトン酸等のカルボ
キシル基含有モノマーまたはその無水物（例えば無水マレイン酸等）、（メタ）アクリル
酸メチル、（メタ）アクリル酸エチル、（メタ）アクリル酸プロピル、（メタ）アクリル
酸イソプロピル、（メタ）アクリル酸ブチル、（メタ）アクリル酸イソブチル、（メタ）
アクリル酸ｓ－ブチル、（メタ）アクリル酸ｔ－ブチル、（メタ）アクリル酸ペンチル、
（メタ）アクリル酸イソペンチル、（メタ）アクリル酸ヘキシル、（メタ）アクリル酸ヘ
プチル、（メタ）アクリル酸オクチル、（メタ）アクリル酸２－エチルヘキシル、（メタ
）アクリル酸イソオクチル、（メタ）アクリル酸ノニル、（メタ）アクリル酸イソノニル
、（メタ）アクリル酸デシル、（メタ）アクリル酸イソデシル、（メタ）アクリル酸ウン
デシル、（メタ）アクリル酸ドデシル、（メタ）アクリル酸トリデシル、（メタ）アクリ
ル酸テトラデシル、（メタ）アクリル酸ペンタデシル、（メタ）アクリル酸ヘキサデシル
、（メタ）アクリル酸ヘプタデシル、（メタ）アクリル酸オクタデシル、（メタ）アクリ
ル酸イソステアリル、（メタ）アクリル酸ノナデシル、（メタ）アクリル酸エイコシル等
の炭素数が１～２０の直鎖または分岐鎖状のアルキル基を有する（メタ）アクリル酸アル
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キルエステル、（メタ）アクリル酸２－メトキシエチル、（メタ）アクリル酸２－エトキ
シエチル、（メタ）アクリル酸メトキシトリエチレングリコール、（メタ）アクリル酸３
－メトキシプロピル、（メタ）アクリル酸３－エトキシプロピル、（メタ）アクリル酸４
－メトキシブチル、（メタ）アクリル酸４－エトキシブチル等の（メタ）アクリル酸アル
コキシアルキルエステル、（メタ）アクリル酸２－ヒドロキシエチル、（メタ）アクリル
酸３－ヒドロキシプロピル、（メタ）アクリル酸４－ヒドロキシブチル、（メタ）アクリ
ル酸６－ヒドロキシヘキシル等の（メタ）アクリル酸ヒドロキシアルキル、アリルアルコ
ール等のヒドロキシル基（水酸基）含有モノマー、（メタ）アクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジ
メチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－メチロール（メタ）アクリルアミド、Ｎ－メトキシ
メチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－ブトキシメチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－ヒド
ロキシエチルアクリルアミド等のアミド基含有モノマー、（メタ）アクリル酸アミノエチ
ル、（メタ）アクリル酸ジメチルアミノエチル、（メタ）アクリル酸ｔ－ブチルアミノエ
チル等のアミノ基含有モノマー、（メタ）アクリル酸グリシジル、（メタ）アクリル酸メ
チルグリシジル等のグリシジル基含有モノマー、アクリロニトリルやメタクリロニトリル
等のシアノ基含有モノマー、Ｎ－ビニル－２－ピロリドン、（メタ）アクリロイルモルホ
リンの他、Ｎ－ビニルピリジン、Ｎ－ビニルピペリドン、Ｎ－ビニルピリミジン、Ｎ－ビ
ニルピペラジン、Ｎ－ビニルピロール、Ｎ－ビニルイミダゾール、Ｎ－ビニルオキサゾー
ル等の複素環含有ビニル系モノマー、ビニルスルホン酸ナトリウム等のスルホン酸基含有
モノマー、２－ヒドロキシエチルアクリロイルフォスフェート等のリン酸基含有モノマー
、シクロヘキシルマレイミド、イソプロピルマレイミド等のイミド基含有モノマー、２－
メタクリロイルオキシエチルイソシアネート等のイソシアネート基含有モノマー等が挙げ
られる。
【００２０】
　本発明で用いるアクリル粘着剤には熱可塑性樹脂を含有することもできる。熱可塑性樹
脂としてはポリアミド、ポリウレタン樹脂、ポリ酢酸ビニル、ポリビニルアセタール、ポ
リスチレン、フッ素樹脂、ポリカーボネート、ポリエーテル、ポリイソブチレン、石油樹
脂、ロジン、ニトロセルロース、ショ糖エステル、塩化ビニル／酢酸ビニル系共重合体、
エチレン／酢酸ビニル系共重合体、α－オレフィン／無水マレイン酸系共重合体、スチレ
ン／無水マレイン酸系共重合体等が挙げられる。熱可塑性樹脂はアクリル共重合体に対し
、１０～８０質量％の範囲で用いられることが好ましい。
【００２１】
　本発明で用いるアクリル粘着剤には粘着付与剤を含有することができる。粘着付与剤と
しては、ガムロジン、トール油ロジン、ウッドロジンの未変性ロジンをアルコールなどで
エステル化したロジンエステルや、未変性ロジンを変性した不均化ロジン、重合ロジン、
水添ロジンなどの変性ロジン、これら変性ロジンを更にアルコールなどでエステル化した
不均化ロジンエステル、重合ロジンエステル、水添ロジンエステルなどの変性ロジンエス
テル、未変性ロジンにフェノールを付加したロジンフェノール、テルペンフェノール樹脂
、ジペンテン樹脂、芳香族変性テルペン樹脂、水添テルペン樹脂、酸変性テルペン樹脂、
スチレン化テルペン樹脂などのテルペン系樹脂、石油樹脂等が挙げられる。粘着付与剤は
単独でも複数を組み合わせて用いてもよく、中でもロジン系粘着付与剤とテルペン系粘着
付与剤を組み合わせて用いることも好ましい。粘着付与剤の量はアクリル共重合体に対し
て５～１００質量％の範囲で用いられることが好ましい。
【００２２】
　上記で述べたアクリル粘着剤の市販品としては、例えばトーヨーケム（株）製オリバイ
ン（登録商標）ＢＰＳ６４３０ＯＰ、オリバインＢＰＳ５９７８、オリバインＢＰＳ５２
２７－１などが挙げられる。
【００２３】
　本発明においてアクリル粘着剤の凝集力をより一層向上させ、安定した熱伝導率を得る
上で、熱伝導性層にはアクリル粘着剤とともに架橋剤を含有することが好ましい。架橋剤
としては、イソシアネート架橋剤、エポキシ架橋剤、金属キレート架橋剤、アジリジン架
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橋剤等を使用することができる。中でも、イソシアネート架橋剤またはアジリジン架橋剤
を使用することが好ましい。
【００２４】
　本発明において、粘着層は酸化防止剤を含有することが好ましい。酸化防止剤としては
、例えば、フェノール系酸化防止剤およびアミン系酸化防止剤等のラジカル連鎖禁止剤、
硫黄系酸化防止剤、リン系酸化防止剤等が挙げられる。これらの中でもフェノール系酸化
防止剤、アミン系酸化防止剤が好ましい。
【００２５】
　フェノール系酸化防止剤は、例えば、２，６－ジ－ｔ－ブチル－ｐ－クレゾール、ブチ
ル化ヒドロキシアニソール、２，６－ジ－ｔ－ブチル－４－エチルフェノール、およびス
テアリン－β－（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオネート等
のモノフェノール系酸化防止剤、２，２′－メチレンビス（４－メチル－６－ｔ－ブチル
フェノール）、２，２′－メチレンビス（４－エチル－６－ｔ－ブチルフェノール）、４
，４′－チオビス（３－メチル－６－ｔ－ブチルフェノール）、４，４′－ブチリデンビ
ス（３－メチル－６－ｔ－ブチルフェノール）、および３，９－ビス［１，１－ジメチル
－２－［β－（３－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシ－５－メチルフェニル）プロピオニルオ
キシ］エチル］２，４，８，１０－テトラオキサスピロ［５，５］ウンデカン等のビスフ
ェノール系酸化防止剤、１，１，３－トリス（２－メチル－４－ヒドロキシ－５－ｔ－ブ
チルフェニル）ブタン、１，３，５－トリメチル－２，４，６－トリス（３，５－ジ－ｔ
－ブチル－４－ヒドロキシベンジル）ベンゼン、テトラキス－［メチレン－３－（３′，
５′－ジ－ｔ－ブチル－４′－ヒドロキシフェニル）プロピオネート］メタン、ビス［３
，３′－ビス－（４′－ヒドロキシ－３′－ｔ－ブチルフェニル）ブチリックアシッド］
グリコールエステル、および１，３，５－トリス（３′，５′－ジ－ｔ－ブチル－４′－
ヒドロキシベンジル）－ｓ－トリアジン－２，４，６－（１Ｈ，３Ｈ，５Ｈ）トリオン、
トコフェノール等の高分子型フェノール系酸化防止剤等が挙げられる。
【００２６】
　アミン系酸化防止剤としては例えばＮ－フェニル－１－ナフチルアミン、４，４′－ビ
ス（α，α－ジメチルベンジル）ジフェニルアミン、ｐ，ｐ′－ジオクチルジフェニルア
ミン、フェニル－α－ナフチルアミン、６－エトキシ－１，２－ジヒドロ－２，２，４－
トリメチルキノリン、フェノチアジン等の芳香族アミン系酸化防止などが挙げられる。
【００２７】
　硫黄系酸化防止剤は、例えば、ジラウリル３，３′－チオジプロピオネート、ジミリス
チル３，３′－チオジプロピオネート、およびジステアリル３，３′－チオジプロピオネ
ート等が挙げられる。
【００２８】
　リン系酸化防止剤は、例えば、トリフェニルホスファイト、ジフェニルイソデシルホス
ファイト、およびフェニルジイソデシルホスファイト等が挙げられる。
【００２９】
　酸化防止剤は、単独または２種以上を使用できる。酸化防止剤の使用量はアクリル共重
合体、熱可塑性樹脂、粘着付与剤の合計量の０．１～１０質量％の範囲で用いられること
が好ましい。
【００３０】
　本発明の粘着シートが有する粘着層は、更に、可塑剤、マット剤、界面活性剤、金属石
鹸、難燃剤など公知の物質を使用することができる。
【００３１】
　本発明の粘着シートが有する粘着層の厚みは５～１００μｍが好ましく、１０～５０μ
ｍであることが更に好ましい。
【００３２】
＜支持層＞
　本発明の粘着シートが有する支持層は少なくともガラス繊維を含有する不織布とバイン
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ダーからなる。また、該バインダーは有機成分と無機成分からなり、かつバインダー中の
無機成分の比率が１０～５０体積％の範囲にある。
【００３３】
　支持層が有する不織布は公知の方法で製造された不織布を用いることができる。不織布
が有するガラス繊維としてはＥガラス、Ｃガラス、Ｓガラス、Ｄガラス、ＥＣＲガラス、
ＡＲガラス等の公知のガラス繊維を用いることができる。繊維径は特に限定するものでは
ないが、コストの観点から４～１８μｍ、中でも６～１３μｍの繊維径を有するものが好
ましい。また必要に応じて有機繊維を添加してもよい。例えばパラ系アラミド繊維、メタ
系アラミド繊維、液晶性ポリエステル繊維、テフロン（登録商標）繊維、ポリイミド繊維
、ポリパラフェニレンサルファイド繊維などが使用可能である。不織布に用いる繊維はガ
ラス繊維１００質量％が最も好ましいが、少なくとも５０質量％以上であることが好まし
く、９０質量％以上であることがより好ましい。
【００３４】
　不織布は繊維同士を接着するために、接着剤を用いることもできる。接着剤としては、
公知の樹脂を主成分とする接着剤を使用することができ、例えば、１液型接着剤、２液型
接着剤、熱硬化型接着剤、ホットメルト型接着剤、紫外線硬化型接着剤、電子線硬化型接
着剤などが挙げられる。具体的には、ウレタン系樹脂、酢酸ビニル系樹脂、スチレン－ブ
タジエン共重合系、アクリル系樹脂、塩化ビニル系樹脂およびエポキシ系樹脂から選ばれ
る１種又は２種以上の混合物が例示される。
【００３５】
　支持層が有する不織布の厚みは１０～２００μｍであることが好ましく、２０～１５０
μｍであることが更に好ましい。また坪量は２～５００ｇ／ｍ２、好ましくは５～２００
ｇ／ｍ２である。
【００３６】
　支持層が有するバインダーは無機成分と有機成分からなる。無機成分としては、シリカ
、ジルコニア、水酸化アルミニウム、水酸化マグネシウム、ゼオライト、酸化アルミニウ
ム、酸化マグネシウム、酸化亜鉛、酸化チタン、酸化セリウム、タルク、炭酸カルシウム
、炭酸マグネシウム等公知の無機成分からなる無機粒子を用いることができる。粒径（メ
ジアン径）としては、透明性を保つため、２００μｍ以下が好ましく、より好ましくは１
００μｍ以下のものを用いる。また無機粒子表面はシランカップリング剤等で表面処理し
ていることが好ましい。このような無機粒子の市販品としては日産化学（株）製のオルガ
ノシリカゾル、例えばＭＥＫ－ＡＣ－２１４０Ｚ、ＭＥＫ－ＡＣ－４１３０Ｙ、ＭＥＫ－
ＡＣ－５１４０Ｚなどが好ましい例として挙げられる。
【００３７】
　さらに支持層が有するバインダーの無機成分として、粒径が２００μｍを超える所謂マ
ット剤を併用することもできる。ただしマット剤の使用量は、透明性を維持するためには
無機成分の１０体積％以下であることが好ましく、５体積％以下であることがより好まし
い。
【００３８】
　支持層が有するバインダーの有機成分としては、ポリイミド樹脂、ポリアミドイミド樹
脂、ポリアミド樹脂、エポキシ樹脂、シリコーン樹脂、アクリル樹脂、ウレタン樹脂等公
知の樹脂を用いることができるが、粘着層で用いるアクリル粘着剤を用いると粘着層と支
持層の密着性、熱膨張率などが良くなることから好ましい。
【００３９】
　本発明の粘着シートの支持層が有するバインダーには酸化防止剤を含有させることが好
ましい。酸化防止剤としては粘着層に用いられるものと同様のものを用いることができ、
それらの中でもフェノール系酸化防止剤、アミン系酸化防止剤が好ましい。また酸化防止
剤は使用する酸化防止剤の種類にもよるが、バインダーの有機成分の０．１～１０質量％
含有することが好ましく、０．５～７．５質量％含有することがより好ましい。さらにバ
インダーには可塑剤、界面活性剤、金属石鹸、難燃剤、消泡剤、帯電防止剤など公知の物
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質を含有させることができる。
【００４０】
　前述の通り支持層が有するバインダーの無機成分はバインダー全体に対し、１０～５０
体積％含有され、好ましくは２０～４０体積％含有される。支持層の厚みは好ましくは２
０～２５０μｍ、より好ましくは４０～１５０μｍである。
【００４１】
　＜粘着シート＞
　本発明の粘着シートは好ましくは上記した成分を含有し有機溶剤で希釈された粘着層塗
液を離型フィルム上に積層して塗布し、乾燥し、続いて不織布を貼合し、さらに不織布の
もう一方の面に上記した成分を含有し有機溶剤で希釈されたバインダー塗液を塗布し、乾
燥することで、簡易に製造することができる。離型フィルムとしては、ポリエチレンテレ
フタレート（ＰＥＴ）フィルムやポリプロピレン（ＰＰ）フィルム、ポリエチレン（ＰＥ
）フィルムなど、あるいはその表面にシリコーン離型剤など公知の離型剤を塗布した離型
フィルムが例示される。
【００４２】
　本発明の粘着シートは粘着層、支持層の他に、例えば帯電防止層、ハードコート層、離
型層など公知の層を設けることもできる。
【実施例】
【００４３】
　以下に本発明を実施例により更に詳細に示し、本発明を具体的に説明するが、本発明は
以下の実施例に限定されるものではない。また、各構成成分の含有体積を算出するにあた
り、各構成成分の密度は以下の値を用いた。シリカ：２．２ｇ／ｃｍ３、アクリル粘着剤
（アジリジン架橋剤と合わせて）：１．１９ｇ／ｃｍ３、ノクラック（登録商標）ＣＤ：
１．１ｇ／ｃｍ３。
【００４４】
「粘着剤の５％重量減少温度測定」
　下記物性測定塗液を作製し、離型フィルム（アイム（株）製ＲＦ－ＣＳ００１。厚み７
５μｍ）上に乾燥膜厚３０μｍとなるよう塗布した。得られた粘着フィルムをアルミパン
に貼り付け、離型フィルムを剥がした後、（株）島津製作所製ＤＴＧ－６０熱重量示差熱
分析装置で１３０℃（残留溶媒分がすべて蒸発した乾燥物と考えられる）の状態に対する
５％重量減少温度を測定したところ、２５６℃であった。よって、下記物性測定塗液に含
まれるアクリル粘着剤を用いた粘着シートは、半田リフロー工程に耐えられる耐熱性を有
する。
【００４５】
＜物性測定塗液＞
オリバインＢＰＳ５９７８（トーヨーケム（株）製アクリル粘着剤。固形分３５質量％）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００ｇ
オリバインＢＸＸ５１３４（トーヨーケム（株）製アジリジン架橋剤。固形分５質量％）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９ｇ
酢酸エチルを加えて全量を３５０ｇとした。
【００４６】
「粘着シート１の作製」
　下記粘着塗液１を作製し、離型フィルム（アイム（株）製ＲＦ－ＣＳ００１）上に乾燥
膜厚３０μｍとなるよう塗布した。続けて繊維分が１００質量％ガラス繊維からなる不織
布（坪量３０ｇ／ｍ２、厚み１５０μｍ）を貼合し、粘着層塗布済ガラス繊維不織布１を
作製した。
【００４７】
＜粘着塗液１＞
オリバインＢＰＳ５９７８　　　　　　　　　　　　　　　１００ｇ
オリバインＢＸＸ５１３４　　　　　　　　　　　　　　　９．０ｇ
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ノクラックＣＤ（大内新興化学工業（株）製アミン系酸化防止剤。固形分１００質量％）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．７５ｇ
酢酸エチルを加えて全量を３５０ｇとした。
【００４８】
　粘着層塗布済ガラス繊維不織布１の不織布面側に下記処方のバインダー塗液１を塗布、
乾燥し、粘着シート１を作製した。なお、バインダー塗液１を塗布、乾燥したことによる
重量増は１９７．５ｇ／ｍ２であった。また粘着シート１の厚みは剥離フィルムを入れて
２６５μｍであった。またバインダー塗液の無機成分の比率（溶剤を除く有機成分と無機
成分の和に対する）は３２．６体積％であった。
【００４９】
＜バインダー塗液１＞
オリバインＢＰＳ５９７８　　　　　　　　　　　　　　　　１００ｇ
オリバインＢＸＸ５１３４　　　　　　　　　　　　　　　　９．０ｇ
ノクラックＣＤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．７５ｇ
オルガノシリカゾルＭＥＫ－ＡＣ－５１４０Ｚ（日産化学（株）製シリカゾル。粒径（メ
ジアン径）８０μｍ。固形分４０質量％）　　　　　　　　８３．３ｇ
酢酸エチルを加えて全量を３５０ｇとした。
【００５０】
「粘着シート２の作製」
　粘着層塗布済ガラス繊維不織布１の不織布面側に下記処方のバインダー塗液２を塗布、
乾燥し、粘着シート２を作製した。なお、バインダー塗液２を塗布、乾燥したことによる
重量増は１６１．９ｇ／ｍ２であった。また粘着シート２の厚みは剥離フィルムを入れて
２６５μｍであった。またバインダー塗液の無機成分の比率（溶剤を除く有機成分と無機
成分の和に対する）は５．５体積％であった。
【００５１】
＜バインダー塗液２＞
オリバインＢＰＳ５９７８　　　　　　　　　　　　　　　　１００ｇ
オリバインＢＸＸ５１３４　　　　　　　　　　　　　　　　９．０ｇ
ノクラックＣＤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．７５ｇ
オルガノシリカゾルＭＥＫ－ＡＣ－５１４０Ｚ　　　　　　　　１０ｇ
酢酸エチルを加えて全量を３５０ｇとした。
【００５２】
「粘着シート３の作製」
　粘着層塗布済ガラス繊維不織布１の不織布面側に下記処方のバインダー塗液３を塗布、
乾燥し、粘着シート３を作製した。なお、バインダー塗液３を塗布、乾燥したことによる
重量増は１７４．１ｇ／ｍ２であった。また粘着シート３の厚みは剥離フィルムを入れて
２６５μｍであった。またバインダー塗液の無機成分の比率（溶剤を除く有機成分と無機
成分の和に対する）は１４．８体積％であった。
【００５３】
＜バインダー塗液３＞
オリバインＢＰＳ５９７８　　　　　　　　　　　　　　　　１００ｇ
オリバインＢＸＸ５１３４　　　　　　　　　　　　　　　　９．０ｇ
ノクラックＣＤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．７５ｇ
オルガノシリカゾルＭＥＫ－ＡＣ－５１４０Ｚ　　　　　　　　３０ｇ
酢酸エチルを加えて全量を３５０ｇとした。
【００５４】
「粘着シート４の作製」
　粘着層塗布済ガラス繊維不織布１の不織布面側に下記処方のバインダー塗液４を塗布、
乾燥し、粘着シート４を作製した。なお、バインダー塗液４を塗布、乾燥したことによる
重量増は１８８．６ｇ／ｍ２であった。また粘着シート４の厚みは剥離フィルムを入れて
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２６５μｍであった。またバインダー塗液の無機成分の比率（溶剤を除く有機成分と無機
成分の和に対する）は２５．８体積％であった。
【００５５】
＜バインダー塗液４＞
オリバインＢＰＳ５９７８　　　　　　　　　　　　　　　　１００ｇ
オリバインＢＸＸ５１３４　　　　　　　　　　　　　　　　９．０ｇ
ノクラックＣＤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．７５ｇ
オルガノシリカゾルＭＥＫ－ＡＣ－５１４０Ｚ　　　　　　　　６０ｇ
酢酸エチルを加えて全量を３５０ｇとした。
【００５６】
「粘着シート５の作製」
　粘着層塗布済ガラス繊維不織布１の不織布面側に下記処方のバインダー塗液５を塗布、
乾燥し、粘着シート５を作製した。なお、バインダー塗液５を塗布、乾燥したことによる
重量増は２００．０ｇ／ｍ２であった。また粘着シート５の厚みは剥離フィルムを入れて
２６５μｍであった。またバインダー塗液の無機成分の比率（溶剤を除く有機成分と無機
成分の和に対する）は３４．３体積％であった。
【００５７】
＜バインダー塗液５＞
オリバインＢＰＳ５９７８　　　　　　　　　　　　　　　　１００ｇ
オリバインＢＸＸ５１３４　　　　　　　　　　　　　　　　９．０ｇ
ノクラックＣＤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．７５ｇ
オルガノシリカゾルＭＥＫ－ＡＣ－５１４０Ｚ　　　　　　　　９０ｇ
酢酸エチルを加えて全量を３５０ｇとした。
【００５８】
「粘着シート６の作製」
　粘着層塗布済ガラス繊維不織布１の不織布面側に下記処方のバインダー塗液６を塗布、
乾燥し、粘着シート６を作製した。なお、バインダー塗液６を塗布、乾燥したことによる
重量増は２１３．５ｇ／ｍ２であった。また粘着シート６の厚みは剥離フィルムを入れて
２６５μｍであった。またバインダー塗液の無機成分の比率（溶剤を除く有機成分と無機
成分の和に対する）は４４．８体積％であった。
【００５９】
＜バインダー塗液６＞
オリバインＢＰＳ５９７８　　　　　　　　　　　　　　　　１００ｇ
オリバインＢＸＸ５１３４　　　　　　　　　　　　　　　　９．０ｇ
ノクラックＣＤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．７５ｇ
オルガノシリカゾルＭＥＫ－ＡＣ－５１４０Ｚ　　　　　　　１４０ｇ
酢酸エチルを加えて全量を３５０ｇとした。
【００６０】
「粘着シート７の作製」
　粘着層塗布済ガラス繊維不織布１の不織布面側に下記処方のバインダー塗液７を塗布、
乾燥し、粘着シート７を作製した。なお、バインダー塗液７を塗布、乾燥したことによる
重量増は２２７．５ｇ／ｍ２であった。また粘着シート７の厚みは剥離フィルムを入れて
２６５μｍであった。またバインダー塗液の無機成分の比率（溶剤を除く有機成分と無機
成分の和に対する）は５５．５体積％であった。
【００６１】
＜バインダー塗液７＞
オリバインＢＰＳ５９７８　　　　　　　　　　　　　　　　１００ｇ
オリバインＢＸＸ５１３４　　　　　　　　　　　　　　　　９．０ｇ
ノクラックＣＤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．７５ｇ
オルガノシリカゾルＭＥＫ－ＡＣ－５１４０Ｚ　　　　　　　２１５ｇ
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酢酸エチルを加えて全量を３６５ｇとした。
【００６２】
「粘着シート８の作製」
　粘着層塗布済ガラス繊維不織布１の不織布面側に下記処方のバインダー塗液８を塗布、
乾燥し、粘着シート８を作製した。なお、バインダー塗液８を塗布、乾燥したことによる
重量増は１９８．９ｇ／ｍ２であった。また粘着シート８の厚みは剥離フィルムを入れて
２６５μｍであった。またバインダー塗液の無機成分の比率（溶剤を除く有機成分と無機
成分の和に対する）は３３．７体積％であった。
【００６３】
＜バインダー塗液８＞
オリバインＢＰＳ５９７８　　　　　　　　　　　　　　　　１００ｇ
オリバインＢＸＸ５１３４　　　　　　　　　　　　　　　　９．０ｇ
オルガノシリカゾルＭＥＫ－ＡＣ－５１４０Ｚ　　　　　　８３．３ｇ
酢酸エチルを加えて全量を３５０ｇとした。
【００６４】
　得られた粘着シート１～８の作製直後の未加温粘着力と、２６０℃２０分加温後の粘着
力と、糊残りと、透明性を下記方法に従って測定した。結果を表１に示す。
【００６５】
＜未加温粘着力評価＞
　粘着シートの離型フィルム（ＲＦ－ＣＳ００１）を剥離し、０．１ｍｍ厚みのアルミニ
ウム板に貼合し、粘着力測定サンプルとした。得られた貼合物を幅２５ｍｍに裁断した。
得られた試験片の密着強度を剥離機（（株）イマダ製Ｔ字剥離法アタッチメントとフォー
スゲージＤＳＴの組み合わせ）で測定した。
【００６６】
＜２６０℃２０分後粘着力評価＞
　粘着シートの離型フィルム（ＲＦ－ＣＳ００１）を剥離し、０．１ｍｍ厚みのアルミニ
ウム板に貼合し、２６０℃下で２０分間置いた後幅２５ｍｍに裁断した。得られた試験片
の密着強度を剥離機（（株）イマダ製Ｔ字剥離法アタッチメントとフォースゲージＤＳＴ
の組み合わせ）で測定した。なお、加温後の粘着力が未加温の粘着力に近いほど再剥離性
に優れている。
【００６７】
＜糊残り＞
　２６０℃２０分後粘着力を評価し終わったサンプルのアルミ面を観察し、粘着層成分が
付いているものを×、付いていないものを○とした。
【００６８】
＜透明性＞
　粘着シートを新聞紙の上に置き、粘着シートの上から文字が読めるものを○、読めない
ものを×とした。
【００６９】
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【表１】

【００７０】
　バインダー塗液におけるノクラックＣＤの代わりにノクラック３００（大内新興化学工
業（株）製フェノール系酸化防止剤。密度１．１２ｇ／ｃｍ３）を固形分が同じになるよ
うに用いた以外は粘着シート１～７と同様にして粘着シートを作製し、同様に評価したと
ころ、粘着シート１～７と同様の結果を得た。
【００７１】
　バインダー塗液１の代わりに下記バインダー塗液９を用いた以外は粘着シート１と同様
にして粘着シートを作製し、同様に評価したところ、粘着シート１と同様の結果を得た。
ただし、透明性については、文字が読めるので○であったが、支持層が茶色に着色してい
るため、粘着シート１に比べ、読みづらかった。また、ポリアミドイミドの密度は１．４
２ｇ／ｃｍ３であるため、バインダー塗液の無機成分の比率（溶剤を除く有機成分と無機
成分の和に対する）は３２．６体積％であった。
【００７２】
＜バインダー塗液９＞
ＨＰＣ－６０００－２６（日立化成（株）製ポリアミドイミド。固形分２５．７質量％）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１６４．６ｇ
ノクラックＣＤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．７５ｇ
オルガノシリカゾルＭＥＫ－ＡＣ－５１４０Ｚ　　　　　　８３．３ｇ
酢酸エチルを加えて全量を３５０ｇとした。
【００７３】
　以上の結果から本発明の効果が明らかにわかる。また、本発明の粘着シートの支持層に
はポリイミドフィルムやポリエーテルエーテルケトンフィルム等のスーパーエンプラのフ
ィルム状基材を用いないため、安価に提供することができる。
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